実習振り返り演習①説明シート様式29-12


	受講番号：
	グループ番号：
	受講者氏名：

	項　目
	内　容

	利用者の概況
	

	日常生活上の困りごとと背景・要因
	

	できていること・していること
	

	利用者・家族の望む暮らし
	（本人）

	
	（家族）

	現状が続くことで予測されるリスク
	（個人）

	
	（環境）

	状況を改善するための促進因子
	（個人）

	
	（環境）

	解決すべき課題
	

	ケアマネジメント実践実習で普通にできたこと（○）、難しいと感じたこと（▲）
	





実習振り返り演習①説明シート（記入例）

	受講番号：
	グループ番号：
	受講者氏名：


	項　目
	内　容

	利用者の概況
	実習協力者の住まいは自宅（または○○）で、○○歳、○性、○○の家族構成です。主な要介護原因は、○○○で、○年○月に要介護○と認定。

	日常生活上の困りごとと背景・要因
	日常生活上の困りごとは、○○○○、○○○○
その背景・要因は、○○○○、○○○○

	できていること・していること
	○○○○の手助けがあれば、○○○○はできる。

	利用者・家族の望む暮らし
	（本人）
○○○○○○○○○○○○○○○○

	
	（家族）
○○○○○○○○○○○○○○○○

	現状が続くことで予測されるリスク
	（個人）
意欲の減退、活動性の低下により廃用症候群が一層進行する。

	
	（環境）
家族の不安、ストレスが高まると、本人のストレスにも影響し、悪循環が発生する。

	状況を改善するための促進因子
	（個人）
（人生歴を振り返り）本人の関心事である○○○を楽しみとして、○○○に取組む。

	
	（環境）
本人の心情に共感、傾聴して認めてくれる人と交流ができる場があること。

	解決すべき課題
	・病気の再発・悪化防止に努め自宅での生活を継続したい。
・○○○を楽しみとする「張りのある暮らし」をしたい。
・○○○○をできるだけ自分でできるようになりたい。

	ケアマネジメント実践実習で普通にできたこと（○）、難しいと感じたこと（▲）
	▲課題分析項目の質問に入るまでの会話の流れをつくるのが、こちらの思うとおりにいかなくて、戸惑った。
▲初対面の人で、かつ、要介護状態にある利用者と家族との信頼関係を構築するのは簡単ではないと思った。
○困りごとを聞きだすのは普通にできた。
▲課題分析項目に沿った現状を把握してから、リスクと促進因子をどのように探るか、本人の生活歴を知ったうえで、かつ、氷山の下に隠れている潜在的な原因・背景を探るためには、老化のメカニズム、疾患などに関するある程度の基礎知識が必要だと思った。
▲聞き出した情報の分析をして、その次に解決すべき課題を文章化することが難しかった。
▲また、解決すべき課題を長期目標、短期目標に文章化することも難しかった。
▲1回目の1時間程度の面接では、情報を聞き出してメモするだけで精一杯。
同時並行的に情報整理・分析をしながら、それに基づく問いかけをして、思考を循環させながら、解決すべき課題を導き出し、目標の提案ができるようになるには、相当の努力を要す。




